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第45回アビリンピック福岡2023　審査員による講評

普段と違う環境で慣れない部分もあったと思いますが、皆さん真剣に取り組まれました。

講評

今回、選手が2名となりました。
慣れない問題に難儀する場面もあった様ですが、あきらめずに問題解決に挑む姿勢は高く、素晴らしかったです。
Accessは同じ動作を実現するのに何通りものアプローチがあります。自分の得意分野を生かして解決できる力を付けましょう。

良く取り組めていました。
問題の指示を理解し、解けていた部分や確認が足りない部分がありました。

請求書（エクセル）の問題は全体的に点が取れていました。
修正箇所を見つける問題で減点になった方が多かったです。
注意深く、データを確認するよう習慣化していくとよいと思います。

去年との比較になりますが、平均的なスキルが上がっているように思います。
今回はこちらからの素材提供はなく、すべてフリー素材を使用することにしましたので、結構、時間的な難易度が上がっているのですが、工夫してよく仕上げています。

今年度は3名の方で競技を行いました。競技者のレベルが非常に高く結果は僅差となりました。職場においてなくてはならない人材として、ご活躍されていることと思います。
今年度の競技を審査しまして感じたことは、いかに平常心で、競技課題の内容をしっかりと理解・把握して作業を進めることの難しさだったと思います。また、制限時間の中で課題を完成させ
るためには作業効率が求められます。そのためには「作業工程」もしっかりとイメージしておくことが必要となります。DTPに求められる技能は年々多様化してきております。今後も、さらなる
技能向上に努められてください。
今後とも皆さんのご活躍を期待しております。

競技時間1時間弱の間に、「文書発送準備作業」と「郵便物仕分け作業」の2課題で実施しました。作業では「印刷不良は取り除く」「折りずれやシワが出ないよう注意する」「リストを見なが
ら仕分けする」など、正確かつ丁寧な作業に加えて、スピードも求められる競技です。
受賞者の皆様は、特に正確さ、スピードとも優れた成果を残されました。
他の参加者の皆様それぞれの特徴や能力を生かされ、奮闘されたことを称賛させていただきます。また緊張感に包まれる会場の中で選手の皆さん集中して精一杯取り組まれ、最後まで諦めずに
取り組む姿勢に感銘しました。
参加選手の皆様には、今後も引き続き作業の正確さやスピードを磨いていっていただきたいと思います。

よく練習をされているとは思いますが、バキューム使用に際しては身長やウォンドの長さを有効に利用した方が、より効率のよい作業になると思います。
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交通誘導・雑踏警備
（デモンストレーション競

技）

皆さん、最後まで集中力が途切れることなく、一生懸命競技に取り組まれていました。どの選手も組立方を完璧に記憶されていて、何度も練習を積み重ねてこられたことが伝わってきました。
特に印象的だったのは、作業手順や、材料・完成品の置き方など、様々な工夫が見られたことです。
また、作業の過程で発生したゴミを、丁寧にゴミ箱へ捨てられている方もいました。
効果効率を意識した工夫や環境美化の精神は、仕事をする上でも大事なことなので、ぜひ職場でも実践していただければと思います。

みなさんすごく練習をしてきてあって、一生懸命さが伝わってきました。すばらしいです！
昨年も挑戦した方が今回も挑戦され、熱意を感じました。昨年の反省点の改善でよりスムーズに競技がすすんだと思います。

競技全体を通じて、礼式規律が守られており、本競技（警備デモ）のみならず、社会全般に通用するものと考えられた。また本競技においては1位～3位が僅差（※）で、どの方が1位となっても
おかしくない程接戦でありました。練度、姿勢とも社会に通用するものと考えられます。各競技者とも事前準備がしっかりされており、練習の跡がみられました。デモ表彰では上位3名を讃え拍
手喝采であったが、参加者にはデモ競技につき全国大会への出場権がない状況での参加表明に感謝を申し上げるとともに、全国大会での交流の機会を一日も早く実現出来るように努めたい。短
い時間ではございましたが、参加者同士も交流し、最後も全員で記念撮影を行うなど、更なる交流が見られました。
参加者の顔色を拝見するに、来場時には非常に緊張した面持ちであった。いつもの練習通りの成果を競技で見せるにつれ、笑顔も増えてきた。最終的には、満面の笑顔でデモ競技を終えること
が出来ました。
実技に関しては、警備員、学生共に事前学習の濃さを感じ取れるまでに訓練されていた。上位3名を発表したが、非常に近接した評価となり、審査員で意見が分かれる程のものであった。
競技中も大きな声を意識していることが感じ取れた。学生の方に対して、主任審査員より礼節に関する号令がかけられたが、本日のような動作をされると、社会でも大いに活躍出来ると思われ
る。今回、真摯に取り組まれたことを忘れずに今後に活かして頂きたい。
全てのカリキュラムが終了後にあいさつに来て頂いたが、満足感からか、達成感からか、素晴らしい笑顔でおられたことが強く印象に残った。
あいさつと礼儀・礼節、笑顔は社会でも強く求められる。是非継続頂きたい。

※「交通誘導・雑踏警備」に関してはデモンストレーション競技のため順位の公表はありません。


